
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

・洗馬地区の中心経営体数は207となっており、うち個人農家は196であり、その平均年齢は60歳となり、
　今後の方針としては後継者への継承や法人化による農地集積を進めていく方針となる。

（備考）

・洗馬地区においては５年から10年後は現状の耕作面積を維持していけるが、今後、維持が厳しくなってくる
  地域が出てくる可能性があるので新規就農者の確保とともに農業経営のやり方を考えていく事が課題と
  なっていく。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 ７ｈａ

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 ５ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 ８８ｈａ

①地区内の耕地面積 １０２７ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 ５１６ｈａ

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計 ２１ｈａ

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

塩尻市 洗馬地区 令和3年2月2日 令和5年6月8日


